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障害児教育に お け る 目的 ・本質論 の歴 史的変遷 と

　　　　　その 理論的 ・実践的意義一序説

中村満紀男
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　障害児教育の 目的 と本質の 変遷 とそ の 理 論的 ・実践的 な意味 を究明する ため の 予備

的作業 と して 、 その 研究の 意義 と研究方法に つ い て 検討 した 。 現代の 障害者政策 の 潮

流 の 意義と制約を踏まえた うえで 、研究の 目的を設定 した。研 究方法に つ い て は、時

系列 と障害 カテ ゴ リーの 組合せ を基本 と した 。 時系列は五 つ の 段階 に分 けて 、 障害 カ

テ ゴ リ
ーは聴覚障害 と視覚 障害 を基準 とし、 対照す る基準 として知的障害 と通常教育

を設定 し、そ の ほか にて ん か ん等の 障害と学業不振等、教育の対象者や社会お よび当

事者等 を加える こ とで 、 障害児教育の 目的 と本質の 理論 的 ・実践的意義 を多角的 ・多

元的に究明する うえで 、妥 当な研 究方法で ある こ とを述 べ た 。

キ
ー ・ワ

ー
ド ：障害児教育の 日的と本質　障害 カ テ ゴ リ

ー
　通常教育　社会的要求

1．現代の障害者政策の潮流 ・動向とその理解

　 1．は じめに

　障害の ある子 どもが 教育 の 機会を享受す る よ

うにな っ て 、 人類 史上 で は約250年が 経過す る

が 、そ の 間、障害児が 教育を受ける社会的 ・法

的根拠 も、社会との 関係も、根本 的 とい っ て よ

い ほ ど変化 して きた 。 すべ て の 障害児を教育の

対象 とす る法制 は 、 1970年代の イギ リ ス ・ア メ

リカ合衆国
・

日本に お い て成立 した 。 現代 に お

い て 、 日本 の ように 障害の あるす べ て の 子 ども

が教育を受ける こ とを実質的に達 成 して い る 国

は例外的で あ り、ほ とん どの 国で は 、 全員就学

を積極的 に推進する こ とは理 念的 レ ベ ル に留 ま

っ てお り、 国際的に普遍的な政策上 の 目標 とな

っ て い る と い っ て よ い 。

　た とえば理念で は、2006年 12月 13日、第61回

国連総会本会議 にお い て 障害者権利条約が採択

され た 。 政策上 で は 、 ヨ
ー

ロ ッ パ 連合 における

’
東 日本国際大学福祉環境学部

’S

筑波大学大学院 人 間総合科学研究 科

よ うに 、 障害の ある人の 教育 は社会的排除に対

す る対応 の
一

つ として 積極的 に推進 され て い

る 。 しか もこ れ ら の 理念や 政策は、国連総会で

採択 され た ご と く、先進 国に限定 され る わけで

は な く、 開発途上 国にお い て も普遍的な支持を

得て い る と い え る の であ る 。

　現代 にお い て 国際的 に標準的な障害児教育の

動向を例示 して み る と、   全員就学お よび最終

目的 と して の 自立 と社会 へ の 完全参加、  そ の

目的達成 と学校教育全期 間 との 関連づ けお よび

教育 と生活 にお ける環境整備の 重視、  学校教

育 とそれ 以外の サ ービ ス との 密接 な関連づ けお

よび その シ ス テ ム 化 、   サ
ービ ス 過程の 文書化、

  サ
ービ ス 決定に お ける 当事者の 意思尊重、 

経費 一効果 問題が あげ られる 。

　 2．理 念 としての抽象性

　 しか し、こ れ らの動向が どの 程度現実化 して

い る の か と い うこ とに なる と、い くつ か の 重要

な問題がある ， その 第
一
は、理念で 示 されて い

る表現 は 抽象 的な表現 に な っ て い る こ と で あ

る 。 国連障害者権利条約 で は、そ の 目的に つ い
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て 「すべ て の 障害者に よ るあ らゆ る 人権及び基

本的自由の完全か つ 平等な享有を促進 し、保護

し、及び確保する こ と並 びに 障害者の 固有の 尊

厳 の 尊 重を促進す る こ と」 （外務 省） とされ て

い る 。

　上記の 理念 は多か れ 少なか れ 政策に反映 され

るが、政策化 で の 記述は概括的で ある。文部科

学省は、ホ
ーム ペ ージにお い て 「特別支援教育」

に つ い て 以 下 の よ うに書 い て い る （文部科 学

省）。 「特別支援教育」 とは 、

　　障害の ある 幼児児童生徒の 自立 や社会参加

　　に向けた主体的な取組を支援する とい う視

　　点に立 ち、幼児児童生徒
一

人
一

人 の 教育的

　 　 ニ
ーズ を把握 し、その 持 て る 力 を高め 、 生

　　活や学 習上 の 困難 を 改善 又は 克服 す る た

　　め 、 適切な指導及び必要な支援 を行 うもの

　 　で す。

　 つ まり、 特別支援教育 の 最終 目的 は、障害児

本人に よ る主体的な 自立 と社会参加で あ り、 そ

のためには 障害児は 自分が直面 し て い る 困難 を

自ら改善 ・克服す る こ とが 必要で あ り、 それ は 、

学校 や教 師が 個 別 的に 障害児の ニ ーズ を把握

し、適切な指導 と必要 な支援 に よ っ て 障害児一

人ひ とりの 可能性を具体的な力 にす る こ とに よ

っ て達成され る 、 との 趣 旨で ある と解 され る 。

上 記の 国際的動向が 、 少 な くとも部分的 に反映

して い る こ とだけは確か である 。

　 3．新 しい 潮流や動向の特徴

　 第二 は、私た ちは何ご とで あれ 、 到達点を行

動の 基準 と して 考 えが ちで ある とい う点 で あ

る 。 障害児教育に お い て も、 欧米や 国際機関に

お ける 潮流や 、 それ を承け て の 国内の 動向を前

提 と して 研究や実践が行 われ 、あ る い は新し い

シ ス テ ム が構想 ・試行され て い る 。 新しい 潮流

や動 向は、過 去の 問題 を改善ある い は解消する

うえで、何 らか の 革新的な要素を提 起 して い る

の で あるか ら、 それに従 うの は当然の こ ととい

っ て よい
。

　 しか し最新の 潮流や 動向が最善 である とは限

らな い こ と も、 認識 して お く必 要が ある 。
ニ ュ

ーヨ ー
ク州立白痴院 にお ける医師で校長 の H ．B ，

ウ ィ ル バ ー （Hervey 　Backus 　Wilbur 　1820−1883）

が 年次報告に記載した極め て発達が 遅れ た 3事

例の 報告 （New 　York　State　Asylum 　fbr　the　Idiots

［1866］p．16−17） は 、 現代 に お い て も臨床 的に

も実践的に も貴重 な情報で ある ばか りか 、障害

児教育の 本質に迫 る内容を含ん で い るが 、そ の

報告 は実 に 1866年に発表され た の で あ る。

　ア メ リ カ の イ ン ク ル
ー

ジ ョ ン 論争で特殊教育

擁 護 の 立 場 か ら名 を馳せ た J．M ．カ ウ フ マ ン

（James　M ．　Kauffman ）は19世紀 の 白痴学校の 教

育実践 に つ い て積極的な再 評価を試み て い る

が 、当時の 白痴教育指導者が 用 い た指導技術 は 、

個別的ア セ ス メ ン ト、多重感覚法、正 の 強化 を

駆使 して い た と評価 して い る 。 こ の 再評価の な

か には 、 重度の 白痴 と情緒障害の 密接な関連が 、

当時認識され て い た こ とも含まれ る （Kauffman

［1976］　p、342）。

　 また潮流や動 向は絶えず変化する の で、ある

時点で 最先端 を進 んで い た考え方は、状況が 変

わ る と指弾の 対象となる こ とが ある。第二 次世

界大戦前の ア メ リカ の 代表 的な精神薄弱者施設

で あ っ た エ ル ウ ィ ン 施設 （Pennsylvania　Training

School　For　Feeble−minded 　Children）の 第三 代施

設長、精神科医の LN ．カー リ ン （lsaac　Newton

Kerlin　1834−1893） はその よ うな典型的な人 物

で あ っ た （タイオ ワ
・ベ ル 匚1988コp．81−85 ；

トレ ン ト ［1997上］p．116−122）。大規模 ・隔離

化が 最 先端 の 施設経営で あ っ た 19世紀 末 まで

は、彼 は大規模 ・隔離化へ の 理論的 ・実践的 に

先鞭をつ けた先覚者 と して 高 く評価 されて い た

が 、20世紀初頭 に な りコ ミ ュ ニ テ ィ
・
ケ ア へ の

転換が トレ ン ドにな っ た時代に は、カ
ー

リ ン は

過去の 遺物 と見 なされ る よ うに なる 。 大規模 ・

隔離化 は、精神薄弱者の 長期入所に よる社会防

衛 を主眼 と し、入所者に は保護的処遇 を重視 し

た とい うの が
一
般的な理解で ある 。 しか しその

よ うな トレ ン ドに従っ た だけの カーリン理解 は

妥当な の だ ろ うか 。

　 こ うした通説的理解に疑問を投げか ける材料

を い くつ か挙げてみ よ う。

一
つ は、カ

ー
リ ン の

処遇論における教育の 位置で ある 。 彼は、施設
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一
序 説

名 に含 まれ る
“
School

”
を意識 して 、1867年に

つ ぎの よ うに述 べ て い る 。 「私た ちの 組織の 法

人名は
“
School

”
で ある 。 入所 した 158名の う

ちの 92名に と っ て 、 当施設 は本質的 に学校で あ

る」 （Pennsylvania　Training　Schoo1　For　Feeble−

minded 　Children 匚1867］p．7−8）。 カーリ ン は 、

何 をもっ て 全入所者の 6 割近 い 精神薄弱者 に対

して、エ ル ウ ィ ン 施設が 学校で ある と称 した の

で あろ うか 。 またその 学校 は何 を行 っ たの か 。

しか もこ の 叙述 が な され て い る 1867年 とい う時

期は 、 彼の 施設が 国内で い ち早 く学校単
一

機能

か ら収容部門の 併設 へ 転換 した時期で あ っ た こ

とは興味深 い 。 ともか く、カ ー
リ ン が保護的処

遇だ けを提供 した の で はな く、教育を重視 した

こ とは間違 い ない 。

　 もう一
つ は、カ ー

リ ン の 精神薄弱者処遇論 に

お ける生活の 位置で ある 。 カ
ー

リ ン が精神薄弱

脅威 論の 先駆 とな り、また生殖器除去 の た め の

去勢を唱導し、 かつ 少数なが ら実施したこ とと、

精神薄弱者の 施設内で の 長期保護 とい う彼の 処

遇方針を連動させ る こ とで 、日常の 施設生活 の

苛酷 さを連想させ る の であ るが、実際に は彼 が

精神 薄弱者の 幸福を第
一

義と して 生活 日課を設

定 した こ と の 先駆性は ほ とん ど無視 さ れ て い

る 。 恣意的で 部分的な先駆性 へ の 着目に基づ く

カ
ー

リ ン理解 で は、彼 と同時代の 精神薄弱処遇

論の 本質に迫る こ とは で きない で あろ う。

　 4．潮流 ・動向 と歴史的・社会的・文化的文脈

　 第三 は、潮流や動 向は歴 史的 ・社会的 ・文化

的な文脈 に位置づ けて こ そ 、理解可能で ある と

い うこ と で あ る 。 WHO の 2001 年の ICF （1n−

temational　Classification　of 　Functioning，　Disability

and 　Health）の 改訂 も、上記 の 国連障害者権利

条約 の 内容決定も、 実現する まで に 時間を要 し

た の は、従来の よ うに欧米先進国を基準 とす る

考 え方が適用で きない 国や 地域、文化等の現実

が認識 された た め で あ っ た、また、障害カテ ゴ

リ
ー

に よる考え方の 違 い も考慮 に 入れ る必 要が

あ っ ため で ある 。 「障害」 が もた らす問題を時

空 と文脈に基づ く構造 として把握する プ ロ セ ス

が 必 要な ゆ えん で ある 。 い い か えれ ば 、 潮流や

動向の 恣意的な つ まみ 食い や 障害 を超越 した安

易な
一

般化 も、各障害 にお ける独 自性 の み の 蛸

壺化 をも回避 した、普遍性 と独 自性 とい う緊張

関係の なか で 、さまざまな文脈 を考慮に入 れ つ

つ
、 潮流 や動 向を吟 味 しなが ら 、 障害 の あ る

人 々 に対す るサービ ス の 内容 とその 提供方法 を

具体化す る こ とが必要で あろ う。

ll．研究 目的の設定 と意義

　 1．研 究の 目的

　 小論で は 、 障害の あ る子 どもの 教育の 目的 と

本質が 、 ど の よ うな趣 旨や 目的か ら障害児の 学

校創始者に よ り提起 され、関係者 に お い て 定着

ある い は変容して きたのか の歴 史的変遷 とそ の

理論的 ・実践的意義に つ い て 、障害の 種別や程

度ご とに 時系列 その 他 の 観点か ら研 究の 意義と

方法 を中心 に予備的に検討する こ と を目的 とす

る 。 そ こ で 、 研 究の 意義を提案 し （本章）、本

研究の 課題 を達成するため の 方法と観点 を検討

す る （次章）。

　 2 ．本研究の意義

　 障害児教育 に関する 理念や政策の 具体化 にお

い て 、それが 最 も顕著 に 表れ る の は教育の 目的

と本 質 に 関す る 規定や 考え 方で ある と思 わ れ

る 。 教育の 目的や 本質論は い つ の 時代 で あ っ て

も、指針や努力 目標 に過 ぎな い プロ グラ ム 的規

定 と して 抽象的 に存在する こ とは あ りえず 、 何

らか の 具体化 は不可避で ある と思 われ る 。 そ の

具体化を規定す る 要因は 、 それ ぞれ の 国や 地域

の 社会的 ・教育的背景、その 時点で の 社会と学

校 か らみ た必要性 、 教育サービ ス を受 ける人 々

の 要求 、 それ まで の 歴史 、 教育 に 関連す る資源

の 蓄積と質等で あろ う。

　障害児教育の 社会的 ・経済的基盤が脆弱だ っ

た慈善事業時代 に は、主導者は、何 らか の 斬新

性 と社会 的有用性 を意識 して 教 育 の 目的 ・目

標 ・本質に関する考え方 を提起 し、 その 社 会的

是 認に 努力 し、法的 ・社会的規定に結実 させ な

い と、原初的な障害児教育機関 で あ っ た 聾唖院

と盲院は 、 その 存続 も事業の 継続もで きな っ た

はずで ある 。
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　しか し、障害児教育の 制度的 ・社会的基 盤が

安定して くる と、社会 との 緊張関係 は希薄 とな

り、障害児教育が存続するこ とは当然の こ とと

な っ て い く。

一
方で 、 公立学校 における障害児

の 教育が拡大す る につ れ て 、 障害児 の 教育機会

の 法制的根拠 も障害の ない 子 どもの それが援用

される こ とで 、教育 の 目的 と本質 も通常教育 と

同等に なる 。 そ の 結果、草創期 の 障害児教育の

先達が その 獲得に苦闘 した教育機会の 提供 は義

務教育の
一

環 と して 当然 の こ と とな り、 初期の

教育の 目的 と本質に関する 考え方は 陳腐 とみ な

され る よ うに な り、教育 の 目的 ・本質論は形骸

化 して きた ように思 われる。こ うして 、障害児

の教育を開拓 した 人 々 が 直面 した現実に対す る

切実な意識や感情は継承 されず 、 教育の 目的と

本質の 探求は 、 い わばル ー
テ ィ ン化 した手続 き

に 変形す る こ と が あ る の で あ る
1

。

　上記 の 文部科学省 ホ
ーム ペ ー

ジに おけ る特別

支援教育の 説明が 教育 目的 に おけ る現代の 特別

支援教育の 一つ の 到達点で ある と して、そ の 記

述 にお け る 自立 と社会参加は 、 障害児教育草創

期 におけるそ れ とどの ように 異 な る の で あろ う

か。自立や 社会参加の 程度 と範囲 なの か、主体

性の 関与の 問題 なの か 。 当然の こ となが ら、障

害児教育の 草創期 にお い て も障害児は 自分が直

面 して い る 困難 を改善 ・克服す る こ とに 対 し

て 、現在以 上 に努力 しな けれ ば生 活が成立 しな

か っ たはず であ り、そ の ため に は、上記で カ ウ

フ マ ン の 指摘 を引用 した よ うに学校や教師の 側

で の 障害児 の ニ ーズ の 個別的な把握 、 適切な指

導と必要な支援 を行 うこ とで 、自立や社会参加

の 実現 を図 っ て い た はずであ る 。 現代 にお ける

「移行 支援」は、聾唖院 と盲院が 当初か ら果た

して きた固有の 機能だ っ た 。

　 教育の 目的 と本質に 関する規定 も考 え方 も、

社会に よ っ て 大 きな影響 を受 ける の であ るが 、

現代にお けるそれは草創期 の もの とは異なる こ

とは 認識 され て い る もの の 、そ の 相違が実際 に

意味する こ とは、行政家だけ で な く実践 家あ る

い は研 究者で す ら理 解 され て い る と は 限 らな

い 。 そ の 例 として文部科学省ホーム ペ ージにお

ける特別支援教育の 説明を引用 した の で ある。

　つ ま り、文言だけか ら捉え よ うとする と 、 程度

や範囲の 問題 しか認 識 され な くなる ので あ りi

一
定の 研究手続 きに よ っ て教育の 目的や 本質に

対す る 広義の 教育関係者の 取組 を解 明 しなけれ

ばその 実体 や含意は把握で きな い の で ある 。

　 3．障害 児教育の 目的 ・本質論 と実践 との関

　　係

　 ところ で 、 障害児教育の 目的 と本質の 変遷 と

その 意義 の 理解 は 、 実践 に も影響す る 。 それは

一般的 ・共通的 ・連続的 ・ル ーテ ィ ン 的な側面

と、具体的 で 障害別の 個別 的な側面や 不連続で

創造的 な側面 に分け られ る。前者は とか く観念

的に認識 され 、 後者 は子 ど もの 個 人ご とに分解

される 。

．般 的な面 を具体的な面に どの よ うに

具現す るか とい う問題 は、学校内 ・学級内に 限

定 されが ちで あ り、 必ず しも学校全体そ して学

校外で の 共通理 解 と両者間の 議論 を経た うえで

の 認識 まで 昇華する とは限 らず、部分的な認識

しか達成 され て い な い 。

　その レ ベ ル に しか 達 しない の は、教員の 日常

が 多忙すぎる とい うこ と もあるが 、 教育の 目的

と本質の 世界史的意義が 観念的 レ ベ ル に 留 まっ

て い る こ とに もよ る 。 もちろん世界的動向の み

が教育 目的 を規定す る の で はな い し、日本の 社

会的 ・文化的文脈 も教育の 目的 と本質の 設定に

は関連す る 重要な要素で あるが 、国際 的動 向＝

グ ロ ーバ ル な文脈と 日本 ＝ ロ
ーカ ル な文脈と の

相互関連づ けを経て 、教育の 目的と本質が考慮

されて い る とは限 らない Z。

　 しか しなが ら 、 教育 目的 にお ける グ ロ
ーバ ル

な到達点が 、 近代の 慈善事業にお ける障害児教

育 の 成立期以降、義務教育段階にお ける障害児

教 育 の 公教育性 の 付与 と通常教育か らの 乖離、

そ して統合教育を経て イ ン ク ル ー
ジ ョ ン にお け

る
一

元 的制度にお ける障害児教育の 提 唱を経 て

達成され て い るこ とを考 える と 、 障害児教育に

おける 目的 と本質が どの ような背景と矛盾を抱

えなが ら 、 また 、 教育対象の 区分 と 選別や 教育

内容の 選択 と設定 をい か なる根拠に基づ い て 紆

余曲折 しなが ら展 開 して きたの か は、障害児教
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育にお ける理論 と実践 を考えた場合、改め て検

討す る価値が ある と思われ る 、

　現代の理念は 、 障害児教育 に対す る社会的支

持 を間接的 に示す もの で はあ る し、障害の ある

人 々 に対する教育の 提供 にお い て は 、 もちろ ん

プ ラ ス に 作用す る 。 しか しなが ら、 ある障害種

別の 人々 に、ある い は
一

人ひ と りの 障害 の ある

子 ど もに 、 こ の ような理念を具体的な教育 にお

い て構想する とな る と、問題 はそ れ ほ ど簡単で

は な い e ともすれ ば理 念倒れに な りが ちで あ り、

障害カ テ ゴ リ
ー ・フ リ

ーと カ テ ゴ リ
ー別に 必要

な専門性 の 違 い が混 同された りする。また、教

育に関連する各分野 間で、利害が 必ずし も
一

致

す る とは 限 らない か ら、 それを調整する 必要が

あるだけで な く、 学校教育分野 の ア イデ ン テ ィ

テ ィ お よび固有の 役割も明確に しなけ れば なら

ない
。

皿．研究方法とその根拠

　 1．基本的観点

　教育の 目的お よび本質の 変化 とそ の 意義が 解

明で きる よ うな研究 の 方法 に つ い て、予めそ の

要素 を簡単に 説明 し、 各要素に関す る詳しい 説

明は後述 する 。 当然の こ となが らそれ ぞ れ の 要

素は関連 しあ っ て い るが、関連の 様相は多様で

ある 。

　基本的に は時間的経過 と障害カテ ゴ リーの 組

合せ に よる 。 障害カ テ ゴ リ
ー

に つ い て は 、 比較

基準の 障害 と して 聴覚障害 と視覚障害 を設定す

る 。

　 こ れ らの 要素が相互 に関連 しあ っ て い るた め

に記述が繰 り返 されや すい が、可 能な限 り、 重

複 しない よ うに検討 し、記述 する 。

　空 間に つ い て は、小論で は ア メ リカ合衆国を

中心 とす る 。 その 理 由は、研究成果の 蓄積、体

系的な資料 と言語上 の 制約 で ある 。 地理 的 ・文

化 的に 異 なる 他の 空間 と の 比 較 3 は 、 小 論の よ

うなテ
ー

マ に お い て は不可欠 な作業 であ るが 、

つ ぎの 研究段 階 とする 。

　 2 ．時系列

　障害児教育の 目的 と本質に つ い て 時系列的 に

検討する と い っ た場合 、 単純に その 経過 を辿 る

の で はない 。 時間的変化 は 成長や 上昇 の 変化を

意味する とは限 らない か らで ある 。 そ こで、時

間的変化の なか に 、 ど の よ うな理論的 ・実践的

含意が読み取 れる の か を意識 して 追究する こ と

を意図 した い 。

　 （1）第一段階 1810 −1830年代 ：時系列 の 画期

につ い て は、第
一
段階 は 1810年代か ら1830年代

で あ り、慈善事業 と して 聾唖児 、 盲児 、 白痴児

の 教育が成立 した時期で あ る 。 白痴児 は後述す

る よ うに障害カ テ ゴ リ
ーとい う点で 、前二 者の

障害児 とは異なる側面があ るが、こ の 時期の 白

痴児教育で は、「学校」「教育」にお い て 前二 者

との 連続性が不可欠な条件 と して 成立 した とい

う意味で 、 こ の グ ル ープに含め る 。

　 （2）第 二 段 階19世 紀末 ：第二 段階 は 、聾唖

院 ・盲院が 学校教育に脱皮 した 19世紀末 とす

る 。 こ の 時期で は、か つ て の 白痴学校は大規模

で 隔離的な精神薄弱者施設 に変容 し、年少精神

薄弱者だけを対象 とす る学校か ら幼児 と成人 と

老人 を含む幅広 い 年齢 の 状態の 精神薄弱者 を対

象とする施設とな り、そ れ に伴 っ て 学校の 役割

や教育の 機能は対応せ ざる をえなか っ た 。 精神

薄弱脅威論 とい う社会的 な観点が 非常 に強力 に

処遇 に反映せ ざる をえなか っ た時代で あ っ た 。

　 またこ の 時期 で は 、 公立 学校で 義務教育の 確

立に伴 い 、学業 ・行動 ・健康 における逸脱問題

が発生 しつ つ あ っ た公 立 学校にお け る 障害児へ

の 対処が 成立 し、障害児教育成立の 第二 期 とな

る 。 い ち早 く19世紀末には 中西部州 の公立学校

制度内に設置され て い た 聾唖学校は コ ミュ ニ ケ

ーシ ョ ン ・モ ー ドを手話法か ら口 話法に転換 さ

せ る 。 また 、 公立 学校特殊学級 （学校）の 開設

は、正常基準 へ の 逸脱 と公立学校機能化 へ の 教

育的対応、そ して社会改革の 意図 とい う意味で

は、現代にお ける イ ン ク ル ー
シブ教育運動 に通

底す る要素を含んで い る時期で ある 。

　 （3）第三 段階 1920 −50年代 ：第三段階は 、大

都市で は 公立 学校特殊学級 に お ける 障害児へ の

教 育 的対応 が特殊教 育 制 度 と して 展 開す る

1920−50年代 とする 、 こ の 時期の 公立学校で は、
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すで に 開設されて い た聾学校か ら難聴学級が 分

離 し、同 じ く盲学級 か ら視 力保存学級が分離す

る ほか、結核や虚弱の 開窓学級、肢体不自由学

級、言語障害学級 も開設 され る ようにな る 。 公

立学校制 度は州管轄の 特殊学校 とは異 な る コ ミ

ュ ニ テ ィ基盤の 教育制度で あ り、 障害児が障害

の な い 子 ど もと同
一

の 根拠 で 教育が 提 供 され る

一
方で、障害児教育が 、公立学校を価値基準と

す る枠組み に組み込 まれ るこ とを意味する 。 な

かで も19世紀末か ら大都市を中心に設置 されて

い た精神薄弱学級の 在籍者数は こ の 時期に まも

な く所施設収容数 に迫 る よ うに な り、同時に通

常学級か ら学業 ・行動 ・健康上 の 逸脱児 を特殊

学級 に委託する ダ ン ピ ン グ問題 が 指摘 され る よ

うになる 。 州管轄の 障害児の 学校や施設で は、

肢体不 自由や て ん か ん の 子 どもの 機関が 少数な

が ら開 設され る 。 指導主事職 を設置す る都 市や 、

特殊教育の 州行政制度 を整備す る事例 も見 られ

よ うにな り、連邦教育局に特殊教育専門官が設

置 され る時期で ある 。

　 なお こ の 段階は 長期間 とな っ て い るが、1920

年代 末に発 生 した 大不況 と第二 次世界大戦 を挟

んだ 時期の ため に 、基本的に は同
一

の状況 にあ

っ た と い う認識に基づ く。

　 （4）第四 段階 1960 −1980 年代 ：第 四段 階は

1960−1980年代 で あ り、 教育 を受 ける主た る場

が寄宿制の 学校か ら公立学校に転換する よ うに

な っ た こ と、統合教育が 開始 され る ようにな っ

たこ と、そ して 重度知的障害や重複障害の 子 ど

もの 教育が 課題 に な っ た こ とを特徴 とす る 時代

で あ っ た 。 また 、 脱施設化の 潮流が拡大する と

と もに 、 入所施設 自体 の 存在 が否定 され る よ う

な風潮 となる 。 重度精神遅滞児の 公立学校へ の

入学拒否 と精神 薄弱児 の 特殊学級 へ の 措置が司

法の 問題に なっ た時代で もあ っ た。

　 〔5）第五 段階 1990 年代以 降 ：第五 段 階 は

1990年代以降の 時期で ある 。 こ の 時期は 、 イン

ク ル ーシ ブ教育運動が 国際機関 や イギ リ ス ・ア

メ リ カ ・
北 欧諸国 の 国 策とな っ た 時代で あ り、

こ れ まで の 特殊教 育的枠組み に対す る根本的 な

再検討 を提起 した 。 しか し現代の 特殊教育が抱

える 問題 は 、ス テ ィ グ マ を初め、障害児の 教育

が創 始され 、 展 開され た過程にお い て何らかの

形で 内包 して きた こ と に留意する必要が ある 。

　（6）作業仮説 として の 時期区分 ；上記の 時期

区分は、もとよ り作業上の便宜的 な基準で ある 。

ア メ リ カ国内で 、同 じ時期にお い て同
一

の 障害

カ テ ゴ リ ーに 属する す べ て の 教育機関が 同等の

レベ ル に達す る こ とはあ りえない 。 州立であれ

公立 であれ法人 立であれ 、新 しい 事業に必要 な

財源 は民間人の 自発的 な寄金や 州や地方自治体

の 特 別 補助 金 に よ る こ とが多 い が 、 そ れは 、

個 々 人や 公共団体が、時代の 潮流 を探 り当て 、

それ を先導 した校長 ・施設長等 の 理念 に共鳴 し

た結果で あるか、政策的な計算に よる もの で あ

ろ う。 その ような例 として 、学校教育 へ の 脱皮

の 象徴 とな っ た パ ー
キ ン ス 盲学校幼稚部の 開設

（1886年）や バ イ ン ラ ン ド精神薄弱 者施設に拠

点 を置 い た脅威論 に基 づ く研究 ・運動団体 の 精

神 薄弱者対策委員会 （The 　Committee　on 　Provi−

sion 　fbr　the　Feeble−minded ，1915年結成）が 挙げ

られ る 。

　 こ の ように 、 人材や 財源 に よ り、 教育の在 り

方は変化せ ざる をえな い し、そ の よ うな要素の

有無に よ っ て 、学校や 施設の 到達点は変化する

か ら、上 述 した時期設定は 、先端 の ある い は主

要な学校 ・施設 を念頭 にお い た基準で あ る とい

っ て よ い
。

　 3 ．障害カテ ゴ リー

　 （1）基準 としての 聴覚障害教育 と視覚障害教

育 ：全体 の 期 間を通 じて 聴覚障害教育 と視覚障

害教育 を基準 とする 。 その 理 由は、障害児教育

の なかで 最も古い 歴 史を もっ て い る こ と、教育

の 内容 ・方法が長期間をか けて確立 され て きた

こ と、通常の 教育との 連続性が 強い こ とが挙げ

られ る。聾唖教育は 18世紀半ば に ヨ ーロ ッ パ の

三 地域 で、盲教育はパ リで 1784年に創始 され、ア

メ リ カ で最初 の 聾唖院は 1817年に コ ネチ カ ッ ト

州 ハ ー
トフ ォ

ー
ドに、盲院は 1832年に ニ ュ

ー
ヨ ー

ク市に開設 され る 。
こ れ らの 学校は 、 どの よ う

な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・モ
ー

ドを用 い る の か が

重要 な課題で あ っ た 。 そ して そ れ は、教育の 目
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的 ・本質に繋がる 問題で あ っ た と考えられる 。

　 また歴史が古 い こ とは、教育の 内容 と方法が

長 い 時間をか けて練 られ て きた こ とを意味する

こ と に なる し、 こ れ らの 学校が 、 知的障害や て

ん かん の ある子 どもを入学対象外 として運営 し

た こ とが 、教育の 内容と方法の 通 常教育との 連

続性 を高めた の で ある 。

　 （2）対 照 とす る基準

　 1 ）知 的障害 ：聴覚障害 と視覚障害を基準 と

する場合、そ の 対照基準 として 第
一

に設定すべ

きなの は知 的障害で あ る 。 その 理 由の 第
一

は 、

聾唖 と盲 の教 育機関の 創設後に 、 それ らを重要

な根拠 と して 白痴学校が 創始され た が 、 白痴学

校は、そ れ まで には存在 しなか っ た学校 と教育

の 在 り方を提案 しな けれ ばな らなか っ た。通常

の 教育 との 連続性が希薄で ある とみ なされ たか

らで ある 。

　第二 の 理由は 、 19世紀後半にお い て、聴覚障

害と視覚障害が 慈善事業か ら学校 教育 へ の 脱皮

を 目ざ した方向と逆行 した の が精神薄弱だ っ た

か らであ る。 その よ うな方向の
一

つ は、精神薄

弱の社会 との 関係で あ り、 社会 にお ける位置で

あるが 、こ の 点は後述する 。 聾唖 と盲の 専 門家

の 協議の 場 は社 会事業 （全 国州慈善 ・矯正 会議 、

the 　National　Conference 　of 　Charities　and

Correction）か ら教 育 （全 国教育協会，　 the　Na −

tional　Education　Association）へ の 離脱 を図る の

に対 して 、精神薄弱 の 主たる協議 の 場 は社会事

業が ます ます中心 となる 。

　第三 に 、 知的障害教 育は、最も普遍的な教育

の 内容 と方法を提案する可能性 をもっ て い る と

考えられるか らで ある。 トロ ン ト大学の教育心

理 学者だ っ た P．サ ン デ ィ フ オ
ー ド （Petcr　Sandi−

ford　1882−1941）は 、 精神薄弱児教 育か ら得 られ

る教訓 と して 、  すべ て の 子 ど もは個別的 な存

在で あ り、個別的な対応 を必要 とする こ と 、  

正 常児で は素早 くて観察困難な精神的操作 と過

程 を、精神薄弱児は きわめ て ゆ っ くりと教 えて

くれる こ とを挙げ て、「実際に指導にお ける新

しい す べ て の 方法 は 、 精神薄弱者の 研究と指導

に遡 る こ とが で きる」 と述 べ て い る （Sandiford

［1916］　p．497）。

　 その よ うな知的障害教育 の 可能性に もかかわ

らず、「伝統的な教育」の 基準に 基づ い て 「平

均 的な子 ど もに ぴ っ た り合致する 指導の 目標 ・

教材 ・方法が、精神薄弱者 には うま く適用で き

な い こ とを、多 くの 人 が 認識 で きて い な い 」

（Berry ［1930］p．68）現 実を払拭で きな い の が

知的障害で あ っ た 。

　 2 ）通常教育 ：障害児の 教育が慈善事業と し

て、義務教育が確立す る以前 に開始 された とい

う歴 史的経緯は、障害児教育の通常教育か らの

距離が 、 その 発足当初か ら存在した こ とを示す

が 、 それ は 同時 に 障害児の 教育に ス テ ィ グマ を

付与 した理 由で もある 。 しか し聾唖 ・盲教育は、

慈善事業 か らの 脱皮 を 目ざす過程 で 教育 の 目

的 ・内容
・成果 にお い て通常教育 へ の 接近が

一

層生 じ、 また 、 20世紀転換期に公立学校制度に

特殊学級が設置 されるこ とで 、 公立学校 の 枠組

み に包含され る よ うに なる 。 こ の 公立学校制度

へ の 編入は 、障害児 の 教育が障害の ない 子 ど も

の 教育 との 同等性 を獲得す る と同時 に、障害児

の教育が 、怠学、進級や 卒業 、 就労等における

通常 の 基準 に よ っ て管理 され る とい うこ とを も

意味する。また、20世紀初頭 の 公立学校 にお け

る 障害児 と障害の な い 子 ど もとの 「共学 （co −

education ）」以 降、現代 に お ける 統合 ・主流

化 ・イ ン ク ル ーシ ブ教育 まで 、 その 目的 と方法、

教育の場、通 常教育の 生徒 との 関係は 、 重要な

評価項 目 となる 。

　 3 ）て んか ん、肢体不 自由、脳性麻痺、重度

知的障害 ：教育機会か ら排除 される障害や 、 逆

に新 しく教育の 対象 となる障害は、それ まで教

育の 対象 となっ て きた子 どもた ちに は な い 、付

加的な意味をもっ て い る 。 て んか ん は聾唖や盲

と重複す る場合 は例外 な く聾唖 と盲の 学校の 入

学拒否の対象で あ り、19世紀 中に
一

部の 州 で 州

立 て ん か ん者施設 また は精神 薄弱者施設の
一

部

門と して保護対象とな っ て い く。 しか し20世紀

半ばにな っ て 医療的に不治 と され て きた て ん か

ん を公立 学校 の 対象とする場合に、学校 と教育

の 役割や 教育 の 目的 と本質に 関する従来の 見方
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をど の よ う変更する こ と に よ っ て 、 教 育へ の バ

リア をク リア したの で あろ うか 。 抗 て ん かん剤

の開発以外の 何が、てん か ん児の 公立学校 へ の

就学を可 能に した の で あろ うか 。

　肢体不 自由 もまた 、 19世紀後半に病院内で の

治療の み の 対象か ら教育 固有の 役割 の 発見 を経

て 、教 育が 不可欠 な位置を獲得 して い く　（中村

［1991］）結果、20世紀に な っ て 肢体不 自由の 病

院 ・学 校 が い くつ か の 州 で 誕 生 す る （趙

［2008］）。 肢体不 自由の 場合 、 教 育の 目的 ・本

質 とい う観点か らと りわ け注 目され る の は 、 身

体奇形や移動困難に よ る ア イデ ン テ イ テ イ や劣

等感 に対 す る心理 的配慮 と心 身の 総 合的育成

が 、他の 障害に くらべ て格段 に指導上 の 重点事

項に なるとい う点 にある 。

　重度知的障害は比較的新 しい 障害 カ テ ゴ リ
ー

で あ り、 1960年代以降 、 障害児 の なか で最も最

後に 教育機会 を提供 さ れ た が 、 それ は 、彼ら の

状態に対応する教育方法が乏 しか っ ただけで な

く、 教 育成果の 評価が 困難で あ っ たか らで ある 。

しか し知的障害が 障害児教育に対 し て提起 した

問題は 、 その 内容が多様で あ り、 問題が多元的

で あ るだけで な く、 根本的で ある 。 そ の 主 た る

理 由は 、 重度知的障害児が、他 の さまざまな障

害や状態 を併せ 持 っ て い て、生命を維持 し て い

るだ けにみ えるような状態 もあ り、基礎 的な感

覚 ・運動的 な観点か ら の ア プ ロ
ー

チ を必要 とす

る と い う指導法上 の 問題があ るか らで ある 。

　 しか し彼 らは、その ような教育方法の 創意工

夫に満ちた 開発 を私た ちに要求す る挑戦的な側

面 をもっ て い る こ とは、上記 の ウ ィ ル バ ーを初

め 、 研究者 に も刺激 を与えて きた （Dol1匚1964］）。

それだ けで なく、彼 らは、教育の 可能性 と成果 、

学校教 育の 機能 と役割 や専門性 を私た ち に 問い

かけ続けて い るか らで あ り、現代にお い て もな

お私 たちは十分 な答えを用意で きない 子 どもた

ち が い る 4
。 こ の 意味で 、 重 度知的障害 は、教

育の 目的 と本質を考 える場合 、 重要な検討すべ

き要素で ある 。

　 4）学業不振 、行動 ・情緒 的問題 、軽度の 障

害 、 脳障害 ：学業不振問題 は 、古典的か つ 現代

的問題で ある 。 就学義務の 強化 に 伴う公立学校

へ の 通学 の 通年化 と進級基準 の 厳格 化 に よ っ

て、都市公立学校 で 学業不振問題が深刻 な問題

として成立 したの が 19世紀末で あ っ た 。 しか し

学業不振 は結果的で表面的な現象で ある側面が

あ り、 その 原因は 実 に多 様で 多元 的で あ っ た 。

とりわ け、ア メ リ カ社会が急速 に農業社会か ら

工 業社会に転換 しつ つ あ っ た 19世紀末には、貧

困に伴 う家庭の 文化的な環境 と栄養お よび健康

上 の 問題が顕著で 、 学校 における 衛生的問題 、

1学級 当た りの 多人数 と教員の 量 ・質の 問題 、

急激に変化 しつ つ あ る社会秩序へ の 不適応問題

に加えて 、移民 国家ア メ リカ と して の 言語 ・宗

教 ・文化等の 独特の 問題が、学業不振 問題 を複

雑 に したので ある。

　 しか し学業不振問題 は、公 立学校の 機能向上 、

効率的な経費の 使用、社会発展 に 必要な人的資

源育成に結果する ため に放置 される こ とは社 会

的に許され なか っ たか ら 、 市教育委員会は改善

に大 い に努力す る こ とに なる 。

　 しか し、 こ こ で は学業不振問題が 、別の 観点

か ら追究する こ とも、小論の テ ー
マ に と っ て 重

要性で ある 。 第
一

に それは 、 学業不振 の 個 々 の

原因究明の 作業が 、 それ まで概念化され て い な

か っ た新 しい 障 害 カ テ ゴ リ
ー

が 分化 す る こ と

で 、学業不振の 解消や軽減 に つ なが っ たこ とで

ある 。 最 も明 白な例 は 、 難聴や弱視の ような比

較 的軽度の 障害や病弱 ・虚弱で あるが 、 それ ぞ

れ の 特殊学級 （学校）の 開設 と通学の 規則化 と

障害や 状態に対応 した指導に よ っ て 、学業不振

が改善ある い は解消で きる こ とが多か っ た 。

　 第二 に 、 もっ と重要な こ とは 、 知能が正常で

他 の 顕 著な障害 が観察 されな い に もか か わ ら

ず、学業不振 の 状態 に ある 子 ど もに対 し て 、一

部の 心 理学者 が強 い 関心 を示 したこ とで あ り、

彼らが 案出 したア プ ロ
ー

チが 、教育的働 きか け

の 方法を開発 し、教育が 困難な子 ど もの 指導を

有効な もの と した こ とで ある 。 こ の ような代表

的 な例 として A ，A ，ス トラウ ス （Alfred・A ．　Strauss

l897−1957） らの 脳 障害児 に対する診断と指導

の 試みがある （Strauss［1951］）。
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　 しか し こ の よ うな評価がなされて い な い 歴史

上の 例 も、実際 には多 い もの と思われる。その

ような一人 に、1896年に ペ ン シ ル ベ ニ ア 大学に

ア メ リカ最初の 心理 ク リニ ッ ク を開設 した L．ウ

ィ トマ
ー （Lightner　Witmer　l867−1956）が い る

（McReynolds ［1997］）。 彼 は臨床心理学 の 祖 と

して名を遺して い るが 、そ の 業績に対する正 当

な評価を受けて こ なか っ た人物で ある 。 小論で

の ウ ィ トマ
ーに関する 関心 は、知能 を含め て 明

確な障害が観察で きない に もか か わ らず学業や

行動や情緒の 点か ら公立 学校教育に適応困難な

子 ど もが明 らか に存在 して い た こ とと 、 こ の よ

うな子 ど もに 対し て 心理 学的な 関心 を もっ た ウ

ィ トマ
ーの ような専 門家が存在 した こ と で あ

る。ウ ィ トマ
ー

は、「学業の遅 れ お よび行動の

逸脱を研究 し 、 何 らか の 理由の ため に学業に遅

れ が あ っ た り、 行動 に逸脱が あ っ た りる こ とが

分か っ て い る子どもを正常な状態に 回復す る方

法 を研究す る科学」を正 常発達科学 （orthogen −

ics）と命名した （Witmer ［1909］122）。

　 ウィ トマ
ーの よ うに正常 とみ られ る子 ど もと

障害児 との 狭 間に い た子 ど もに興味 を もち 、 具

体的な活動を した に もか か わ らず 、 その 活動が

雑誌上 にしか遺 され て い ない 事例 に は、M ．P．E ．

グ ロ ス マ ン （Maximilian　Paul　Eugen　Groszmann

l855−1922）やJ．E ．W ．ウ オ
ーリ ン （John　Edward

Wallace　Wallin　1876−1969）がい る 。 グ ロ ス マ ン

は 「通常のや り方や 通常 の 基準 で は進級で きな

い … （「平均 的な典型 児
・正常児」 とは異なる 、

「独 特 の 要求 ・ニ ーズ ・適性」 の ある ）子 ど も」

に 関心を もっ た の で あ る （Groszmann ［1908］

p．31）。 ウ ォ
ーリ ン は重 度級 を含む精神薄弱児

をはじめ と し、 て んか ん 、 言語障害だけで な く、

「正常」児 （者） の マ イナ
ーな精神的不適応 に

も関心 を示 した （Wallin ［nd ；np ］）。 また 、勤務

先が変 わる度に各地 の 公立学校 を中心 にク リニ

ッ クを開設した （Anonymous ［1945］）。 彼 らの

共通点 は臨床的方法を重視 した点であ り、ウ ィ

トマ
ーとグ ロ ス マ ン （そ し て ス トラ ウ ス ）は、診

断 と指導の ため の 私 立学校 を開設 した 。 彼 らが

対象と な る子 ど もだ けで な く、公 立学校教育に

も大きな関心を払っ て い たこ とも共通 して い る 。

　 学業不振問題が 重要な第三 の 理由は 、こ の よ

うな子 ど もの 教育的措置で ある 。 当時にあ っ て

は、明確 な障害が診断で きない 、学業や行動が

標準 レベ ル まで達 して い ない 子 どもの 大半は教

育上、通常学級で放置 され るか、精神薄弱児学

級 ヘ ダ ン ピ ン グ された 例 が多 か っ た と思わ れ

る 。 彼 らは 、 公立学校 の 運営が課程制 に基づ い

て い た当時にあ っ て 、大量 の 落第者 ・留年者 の

か な りの部分を占め た であろ うと思 われ る。 公

立 学校は彼 ら の 教育の 目的 と本質 を どの ように

考 えて い た の で あ ろ うか 。 ウ ィ トマ ーた ちは 、

彼 らが 関心 を抱 い た子 どもた ち に どの よ うな将

来像 を描 い て 教育 を しよ うと した の で あろ う

か 。その よ うな成果を公立学校教育に どの よ う

に還 元 し ようと して い た の で あろ うか 。

　 ア メ リカ の 公立学校教育 におい て 、 19世紀以

降 、

一貫 して大 きな問題で あ っ たの は非行問題

で あ っ た 。 当初 は単純な精神薄弱還元論で推移

し て い た が、 1920年代初め 、E．A ．ドル （Edgar

Arnold　Doll　1889−1968） は臨床的方法に よ っ て 、

非行は実際 には常習的な怠学であ るこ と、 怠学

は公立学校が個 人差と特別な ニ ーズを無視する

こ と に よ っ て 生 じ る こ と 、 知的タ イプ に応 じた

集団 と学科課程 の 編成 に よ っ て解消可能で ある

こ とを提起 した 、 彼の 指摘 で 重要なこ とは、知

能を言語
・
手技

・
「心理 一

身体能力」に分けて 、

子 どもの 可能性を考えた こ とで ある 。 か くして

ドル か らみ れ ば、従来の 非行児の 多 くは 「望 ま

しい シ テ ィ ズ ン シ ッ プ」 が期待 され る生徒 にな

りえた の で ある （Doll ［1921］p．482，
483

，
485）。

　 4．対象者 、 社会 、 専門家 、 当事者

　 （1）対象者の 数、教育可能性、最終達成度 ：

教育 の 目的や 本質に関わ る項目 と して 、 教育の

対象者数や その 規模は、潜在 的なが ら規定的要

素で ある 。 ある障害に対する社会的態度は、す

べ て の 障害 にお い て 同等に形成され る わけで は

な い 。 社会 に とっ て重要で あるか否かの
一

つ の

要素は 、 障害カ テ ゴ リ
ーの 数量で ある 。 もう

一

つ は、障害カ テ ゴ リ
ー

が 存在す る こ との 社会 に

対する意義で あ る 。 19世紀末 に精神薄弱が お そ
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ら く史上初 め て 社会に対して大 きな意味をも っ

た の は、そ の 脅威性 と矯正 困難性で あ っ た し、

狂気 と ともに 当時最大規模 の 障害 カ テ ゴ リ
ー

で

あ っ たか らであ る 。

　現代にお い て発達障害が 重要な政策項 目に昇

格 した
一

つ の 理 由が 、学習障害が 児童 生徒 の

6 ％ も存在す る とい う推定値に よ っ て い た こ と

は 否定で きない 。 また彼 ら が 、 適切 な指導条件

下で は、順調 に成長 ・発達が可能で ある との 教

育可能性 ある い は最終達成度の 予 測 も、 か な り

重要な意味を もつ 。 逆 に、通常教育環境に有害

となる と理解 される こ と で 、 その 重要性が理解

され る 障害カ テ ゴ リーもあ る 。

　 （2） コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ・モ ー ド ：聴覚障害

教育で は、手話法 と口話法の 選択 が重要な問題

として展 開 して きた が、こ の 選択は、聾唖者の

教育が 目 ざす べ き人 間像 と社会 にお ける聾唖者

の 位置に深 く関連す る問題で もあ っ た 。 ア メ リ

カ で は、19世紀末に は 口 話法へ の転換が トレ ン

ドとな り、都市公立 学校制度に 開設 された通学

制聾学校 を舞台に 、 口話法が他 の モ ー ドを排 除

して拡大 して い く。 こ の 二 つ の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン ・モ ー ド （そ して併用法 も）はそ れ 自体の

優 劣 の 問題だけで はな く、言語の 意味、聾唖者

と社会の 関係 に つ い て も、異 な る見解を も っ て

い た よ うに思われ る 。 したが っ て、少な くとも

口話法に立 っ て 構想す る教育の 考え方 は 、 交換

可能 な理念 と内容で はあ りえず 、 手話法の それ

とは相容れ なか っ た 。

　 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン
・

モ
ー ドは聴覚障害だけ

の 問題で は な い 。 視覚障害教育にお い て も、少

なくともブ ラ イユ 点字が標準的地 位 を占め るに

至る 19世紀末の 前 まで は 、 盲児が ど の よ うな文

字を選択す べ きなの か は 、聾児 の 場合ほ どで は

ない にせ よ 、 重要 な意味が あ っ たと思われ る 。

線字の 選択 にお ける ア ル フ ァ ベ ッ ト ・タイ プか

速記文字 タイプの 選択が そ れで ある。現代にお

い て は 、 点字の 習得が 、録音 メ デ ィ ア や読み上

げ ソ フ トに代替可能な の か と い う議論が ある

（Oka 　and 　Nakamura ［2005］553−555）。 弱視児

の 教育が視力保存の 問題で あ っ た 時期 には 、 彼

らは擬似 的な盲 と して 扱 われ た よ うに、指導さ

れる文字は墨字で はな く、点字 となる傾向があ

っ た。盲な の か弱視なの か とい う彼らの ア イデ

ン テ ィ テ ィ は 、 目ざすべ き教育の 最終目標にお

い て も根本的 な違 い を与 えたはずで ある。

　重度知的障害児の 指導に おける音声言語か簡

単 なサ イ ン 習得か の 議論 も 、 聾 と盲にお ける コ

ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン ・モ ー ドの 議論の 延長線上 に

ある よ うに思 われ る 。

　（3）シテ ィ ズ ンシ ッ プ 、 社会的位置 、 社会 と

の関係 ：障害の社会的位置は 、教育の在 り方を

規 定する要素 で あ っ た 。 障害の ある 子 ど もに 、

教育期間中に ど の よ うな社会的位置づ けを考え

る の か、教 育後 に 、どこ に生活 の 場を設定 し、

社会 との 関係 を構築す る の か は、障害児学校の

懸案事項だ っ た 。 と くに視覚障害教育で は 、 学

校教育後の 生活 の場 は 、

一
般の 社会 へ の 接近 を

目ざし、 盲学校 は社会 の構成 員に加入で きる よ

うに 生徒 を教育 した し、市民 として の 参加が 教

育 の 成功 の 証拠で ある と考えた 。 他 の 障害で も、

程度の差や どの学校段階にお ける課題で あるか

の 問題 はあ っ て も、一
般社会へ の接 近は共通の

方向で あ っ た と い える だ ろ う。

　それ に 対 して 、 19世紀末の 精神薄弱者の 場合、

社会 と の 敵対関係が措定 され、社会 と彼 ら本人

を保護する ために、精神薄弱者 は大規模な施設

に隔離 された 。 したが っ て、精神薄弱者には コ

ミュ ニ テ ィ へ の 参加 もあ りえず、 市民 と い う概

念も存在しなか っ た 。 精神薄弱者施設は 自己完

結 した精神薄弱 コ ミ ュ ニ テ ィ で あ っ た 。 精神薄

弱 カ テ ゴ リ
ー

が社 会 との 関係で 複雑 なの は 、 精

神薄弱者の 社会 へ の イン フ ォ
ー

マ ル な参加が実

態 として あ りなが ら、政策や精神薄弱専門家の

見解に 見 られ る よ うに フ ォ
ー

マ ル に は彼ら の 社

会へ の 加入に対 して は拒否し て い た とい う実態

との 乖離が か な り存在 した と思わ れ るか らで あ

る。こ の よ うな乖離は 、 20世紀初頭の 公立学校

特殊学級 に お ける教育や 、 まもな く施設で も始

まる社会適応 を意識 した施設内学校 プ ロ グラ ム

に お い て 、 どの ように対処 されたの で あろ うか 。

そ して 第二 次世界大戦後 に、精神薄弱児問 の 個
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障害児教育 に お ける 目的 ・本質論 の 歴 史的変遷 とその 理論的 ・実践的意義
一
序説

人差 と異質性を認識した うえで、改めて社会の

一
員 と して の 意識 した教 育 にお い て （R．osen −

zweig 　and 　McAllister［1949］）、 精神薄弱児 の教

育の 目的 と本質は どの よ うに展 開 され て い くの

で あろ うか 。

　社会 と の 関係を測 る項 目の
一

つ は、経費問題

で ある 。 経費
一
効果問題は、イ ン ク ル ーシ ブ教

育運動に お い て初 め て提起 され たの で はな く、

ア メ リカにお ける伝統的な事業評価基準で あ っ

た 。 慈善 ・社会事業 にお い て も公立 学校特殊学

級 （学校）に お い て も、

一人当た り経費に よ っ

て 成果 の 一部 を測 定 されたの で あ り、障害児

（者）以 外の 教育や福祉 に も適用 された 。 経費

項 目もまた 、 障害児教育の 在 り方を規定する の

で ある 。

　社会との 関係にお い て参照す べ きもう一つ の

項 目は戦争 と大不況で ある 。
二 つ の 世界大戦は

と りわ け 、 公教育の 目的に 大 きな影響を与えて

い る。もう
一

つ は人類最初の 世界的な経済的な

困難で あっ た大不況で ある 。 こ れ らの 歴史上希

に見 る社会的 ・経済的 な変動が 障害児教育の 在

り方に ど の ような影響を与 えた の か に つ い て 、

検討する こ とが不可欠で ある 。

　（4）当事者 、親 、利用者 、 専門家 ：教育の 目

的 と本質は、学校 内だけで専 門家た る教員だ け

が決め るの で は な く、 社会が 、 そして 後には親 、

ある場 合に は障害当事者本人が参加 して決定す

る よ うに変化 しつ つ ある 。 しか し歴史的 に は 、

障害児の 寄宿制学校で あれ、公立学校特殊学級

で あれ 、そ の 大半 は教育 の 目的 と在 り方は専門

家が 主導して きた 。 その ような意味で 、 教員組

織や専門家 の 組織 にお ける議論は重要な材料 と

なる 。 聴覚障害で も視覚障害で も19世紀中 に は

教員の 全国組織の 活動が始 まるが、精神薄弱分

野で も1920年代末には 、小規模 なが ら広域の 教

員研究組織が結成され る よ うに なる 。

　障害当事者がイ ニ シ ア テ ィ ブ を とる の は感覚

障害に例が 見られ る 。 19世紀第 4 四半期 にお い

て
一

部 の 公立 学校 に開設さ れ た 手話 法聾学校

は 、 聴覚障害者が 主導 した学校が 少 な くない 。

また 、 20世紀初頭 に少数の 公立学校 に開設 され

た 盲学級の 初期で は 、 盲人 ある い は盲人援護団

体 がその 開設 と展 開に 関与 して い る 。 他 方で 、

法 人立 を含 む公的な寄宿制の聾唖学校 ・盲学校

は、障害の な い 専門家が経営して い た 。

　 それ で は 、 学校や施設 を利用す る親 は ど の よ

うに 関与す る の で あろ うか 。 それ が顕著 に見 ら

れ る の は聾児の 親で あ っ た 。 19世紀後半 に口話

法 に よる教育 を要求す る社 会上層の 親が出現 し

たが 、こ れは、学校形態や教育の 内容に対す る

明確 な要求を親の 立場か ら行 っ た ア メ リ カで 最

初 の 例で あろ う 5。20世紀転換期の 公立学校聾

学校 設立 運動で は 、 中産層の 親も口話法を要求

す る ように なる （中村 ［1991］p．28−29）。 盲児

の 就学形態にお ける寄宿制か ら通学制へ の 転換

を もた らした の は 、 1950−60年代の 未熟児網膜

症 をもつ 中産層の 親の 公立学校就学運動 であ っ

た （Lowenfeld ［1975］p．112）。

　親の 要求が提起 されに くい 障害 カ テ ゴ リーで

ある知的障害にお い て、教育や学校の 在 り方 に

対 して 親が イ ニ シ ア テ ィ ブ をとっ て発言 した例

は 、 富裕層の 私立精神薄弱学校に お い て あ っ た

よ うに思 われ 、 最初期の 例は 19世紀半ばにあ る

が 、20世 紀 に も い くつ か の 例 が あ る （Doll

［1970］）。精神薄弱児の 親の 、よ り広範な要求

が 提起 され る の は 、 1950年 9月の 親の 会 （The

National　Association　of 　Parents　and 　Friends　of

Mentally　Retarded　Children）の 全国組織化 （Hay）

と司法へ の 提訴で ある（タイオワ
・ベ ル ［1988］

pユ60−161）Q

　（5）複合的 な機能 と形態 、 チーム ：教育の 対

象 となる障害カ テ ゴ リ
ーの 拡大 と多様化は 、 事

業 の 機能 と形態、事業に関与する専門家 と分担

の 仕方を変化 させ て い く。 こ の 条件 もまた、教

育の 目的 と本質に関連が あ る 。 教 員 ・寮母 だ け

が 学校の 従事者であ っ た初期の 寄宿制聾唖学校

と盲学校か ら、 精神 薄弱 者やて ん か ん者施設 、

公立学校 の 各種の 特 殊学 級 （学校）、 肢体不 自

由児の 病院学校へ と拡大す るに つ れて 、ソーシ

ャ ル ・ワ
ー

カ
ーだけ で な く、関与する医師の 分

科が 拡大す るだ けで な く、パ ラ メデ ィ カ ル の 専

門家 も関与する ように な り、心 理 学の 専門 も分
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化す る 。

　 またこ の ような拡大 と多様化 にお い て は 、 教

育と生活だけで な く、 長期の 医療 も必要とな り、

ある場合 に は在宅 とい う形態 も必要となる。

　 こ の よ うに 関与する専門家の 増加 と多種化

は、学校 を複合的な機能の 場 と変化 させ る し、

教育 の 目的 と本 質 の 設定 に は 、 単 機能 で教 員

（と寮母）だ けの 場 とは異 なる考慮が 求め られ

る よ うに なる と思われ る 。

　 5．資 料

　小論で使用 する資料は、それ ぞれ の 検討事項

で 最 も適切 な資料 とす る 。 可能 な限 り、一次的

な史資料 を活用す る 。 そ の 理由は、障害児に実

際に触れ あう親、教師、教育行政 官、臨床家と

して の 心理 学専門家や 医師の 障害児教育 に関す

る考え方や 見方お よび そ の根拠 を明 らか に する

には、で きるだ け現場 に近 い 資料が望ま しい か

らであ る。そ の 意味で 、 学校や 施設の 事業報告

で あ る年次 報告 は時系列的 に刊行され て い て 、

比較対照 しや す く適切 な 資料で ある 。 また 実践

報告が掲載 され て い る専門誌も、小論の 目的を

達成す る に は適切で ある。

　 6．用　語

　 用語 は 、 歴 史上 の 記述 をす る場合 は、 その 当

時使用 され た と思われ る 表現 に よ っ て表記 して

い る 。

N ．むすび

　小論で は、序説 と して 、 障害児教育の 目的 と

本質に 関する研究の 目的 と意義 、 研 究の 方法に

つ い て 検討 した 。 今後 は 、 小論 で 提案 した方法

に基づ い て具体的に論 を展 開 して い くこ ととす

る 。

付記　本研 究は、学術振興会科 学研究補助金に

基づ く研究の 成果 の 一
部で ある 。

註

1。た とえば、日本の 1979 年養護学校義務制前後

　は、学校 教員 も研 究者 も非常 に モ ラ ール が 高揚

　 して い たが、制度が安定 して くる と、急 速 に 低

下 した よ うに思 わ れる （後述 の 松 田 ［未発 表］

の 発言を参照）。 こ の よ うに、障害児教育は新 し

い 制 度 の 成 立 を画期 とみ なす が、制 度 の 成立 は

必ず しもバ ラ色の 将来を保障する もの で は な い

の で あ る。

2 ．グ ロ ーバ ル な現 代 の 到達 点だ けが検討す べ き

課題で ある と い う意味で は ない
。 日本の 近代以

前 の 歴 史 を含 め て 、日本 と い う社会 が障害者 の

存在をどの よ うに 認識 し 、 彼 らの 生活を ど の よ

　うに考 え て きた の か は、別 の 極 め て 重要 な検討

課題 で あ る 。 こ の よ うな障害者 の 社 会的位置 の

変化は、時代に よ っ て紆余曲折の側面が ある に

せ よ、一・
定 の 原則 に よ っ て 規定さ れ て きた もの

　と思 わ れ 、 グ ロ
ーバ ル な動向 との 接 近 と乖離 の

経 過 と そ の 理 由 を明 ら か に す る 必 要 が あ る が 、

小論 で は前者 の グ ロ
ーバ ル な動向を検討課題 と

す る。

3．障害と地理 的空 間や 地域 を扱 っ た研究 として 、

　イ ン グ ス タ ッ ド・ホ ワ イ ト 『障害 と文化』、佐 々

木
・
岡 「障害 と文化」が あ る。

4 ．長年、重度 ・重複障害教育 の 実践 的 ・理 論的

研究 に従事 して きた松田直は 、 2006年9月 の 日本

特殊教 育学 会第 44 回大会 （群 馬大 学）で 「重

度 ・重複障害児教育 の 発展 に何が必要 か ？」 と

題する シ ン ポ ジ ウ ム を主 催 した動機 に つ い て 、

重度 ・重 複 障 害児 の 「教育 の 内容 や 方法 等 に

様 々 な問題が ある と感 じ」、「事柄 に よ っ て は 以

前 よ りも後退し て い る の で は な い か とさえ思 っ

て い たか ら」 と述 べ て い る （松田 ［未発表］）。

5．1866年 6 月、マ サ チ ュ
ーセ ッ ッ 州チ ェ ル ム ス

　フ ォ
ー ドに 開設された 口 話法に よ る HB 。ロ ジ ャ

　
ーズ （Harriet　B ．　Rogers　l834 −1919） の 私立聾学校

　は 、1867年 10月 に 州議会 に よ り法人化 と州補助

が 認め られ て 同州ノ ーザ ン プ ト ン に 開設 された

　ク ラ
ーク聾学校 に発展す るが、こ の 間の学校創

設 運 動の 牽引役は 、 5 歳で 失聴 した 娘を もつ

G ．G ．バ バ ー
ド　（Gardiner　Greene　Hubbard 　1822−

1897）だ っ た （Irvine ［1985−86ユp．378＞。彼 は父

　を州最高裁判事に 持つ ボ ス ト ン の 名家出身の 弁

護士 で ビ ジ ネ ス に も関与 し、ナ シ ョ ナ ル ・ジオ

　グ ラ フ ィ ッ ク協会 の 初代会長で もあ っ た 。 後に

　 ロ ー ド ア イ ラ ン ド州 知 事 とな る H ．リ ピ ッ ト

　（Henry 　Lippitt　1818−1891） の 夫 人も 4 歳 で 失聴 し

　た娘に 口 話法教育の 個 人指導を行 っ て い て 、バ

バ ー
ドの 口話 法聾学校創設運動に 関与 した （荒
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川 匚1970］ p．362−370）。 こ の よ うな上層の親の要

求は 障害の あ る 子ども の 要求を代行する もの と

して現 れた の で あ るが 、 親 ・家族 と障害当事者

の要求は つ ね に調和が あ る とは 限 らな い 。
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The  Changing Views of the Purpose and  Essence of  Education  of  Children with

 DisabilitiesandTheirTheoreticatandPracticalImplications  Introduction

MakieNAKAMURA'and  Noriko  OKA**

  This paper aims  to examine  the design and  method  ofthe  research, as  preliminary werk  for inquir-

ing into the changing  views  ofthe  purpose and  essence  of education  ofchildren  with  disabilities close-

ly, and  investigating their theoretical and  practical implications. The  purpose of  this research  was  set

up  by foeusing on  the significance  and  restrictions ofthe  current  of  a  present-day disability policy. The

method  of  research  was  based on  the combination  of  historical five stages and  disability categories,

These categories  included auditory  andl  or  visual  impairment as a basic standard  and  intellectual dis-

ability  and  regular education  as  relative  ones.  The  relative  standards  were  supplemented  by epilepsy,

backwardness, social demands, people with  disabilities, and  their parents. It was  said  that it is an  ap-

propriate method  ofresearch,  and  the purpose and  essence  ofeducation  ofthese  children  and  their the-

oretical and  practical implications cou]d  be grasped through the rnultifaceted  and  plural analysis  of

various  views  of  their education.

Key  Words:  purpose and  essence  of  education;  education  of  c

          gory; regular education;  social  demands

hildren with  disabilities; disability cate-
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